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処理に係 に関すの産業廃葉物 る管理体制 る報

I前年度(濃 美綴】

進鶏鴬秦物の種類 、人 お

JF  出  量 t t

(これまでに実施した取細

I目標と

産業廃兼物の種類 花

排  出  量 tFi |″′

とこ産業廃茶物の排出の抑爾 服する報

②計画 〔今後秦施する予定の取綴

ぢ去歩奪しⅢ

①現状

産業隆秦物の分別|こ関する事項

②計画

(分別している産業廃第物の積頬及び分別に関する取孝二)

(今後,,,｀】llする予定の産業簾慕物の種類及び分Bけに関する取組〕
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I目標】

②計画
(今後寒描する予定の取組)

自ら行拳産業凝兼秘鍮中開撻理ここ濁する事項
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②計画

【厨標】ヽ

産業廃兼物の種類 第物ぬれ雰
全 処 理 機 托 量

優良再定亀理筆者ユヽけ

処 理 警 託 量
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l 前年度″サ産業廃蕪物F)発生量が1,00oト ン以上の事業場どとに1枚綽成することn
2 当蕨年度の6月 30日 までに提島することぃ
3 「聰液事業競において現1こ行っている事業に関する事項」の梅子ま、以下に従つて記入する
こと。

(I)①組には、日本標準産業分類の区分を記入することぃ

(2'②樹には、1製造業の場書に基!する製造鼻出蒋類 (納年度案繊)、 建設業●亀岳書|こおける元請

完成工事務 (前年度実績)、 医療機関の場合における病麻散 (前年度末時点)等丁,業種に応じ
事業規横が分か ,る ような前年度の鎌 を記入すること。

(3)④相には、当該事業場において生する産業廃乗物においての畿生から最終処分が終了するま

での一連の処理の工程 (当該処理を養託する尋合障、妻託T,内容を含む。

'を
記入するとを.

4 「自ら行う産業廃乗物の中鶴処理に鵬する事項j●榊|こは、産業廃驚物の私鞭 ごとに、自
ら中間処理を行うに際して熱回l肌を行った場合における熱回収を行つた産業廃乗物の崖と、

自ら中問処理を行うことによって減盈した量にういて、前年度の実績、日標及び取組を記入

すること。

5 '産業
―
の処理の姿話に聞する事項Jの繍には、産業廃翼物の種類ごと|と、全処理委

話量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃素物の処理及び清掃に関する

法律施行令第6条の11第 2暑に該当子る者)へぬ処理碧託量、処理業者への再生利用萎報
量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の拠理汲ぴ清掃に関する法律第15条♂う3の 3驚 l項の能

定を受けた者)で浄する処選業者への焼却処理姿曾と量及び報定熟回収施設設置者y,卜 (″,熱回収
を行っている処理業者ヽの焼却処理委誕量t至ついて、前年度案績、目標及び欺組を記入する

こと.

6 それぞオLσ)幅に記入すべき事項の豊てを記入することができな上`ときは、当厳鶴に「別紙 .

のとおりJと記入し、当該欄に記入す式き内容警留巳入した別紙を添付する工と。また、産業
廃素物の種類がと雰上あるとき,ま、前年度実績及び露標の欄に「劇紙のとおり」と譴Aじ、
善該報任韓 、予ミき白容を試Xした騨1紙を糠料すること。また、それぞれ砂横iこ記入す■き
事
=箕
がないとき燃、「一どと記入すること。

7 ※相は記入しないこと,
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